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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究はRAによる腰椎病変の機序を解明するために、ラットRAモデルを用いて組織学的

に検討したものである。その結果、椎間板周囲のみにリンパ球浸潤を認めたもの、椎間関

節のみにパンヌス浸潤を認めたもの、その両方を認めたものと多種にわたっていた。滑膜

を有さない椎間板周囲のみに病変を有するラットが複数いたことから、滑膜関節である椎

間関節とは関係なく椎間板周囲の付着部炎も腰椎病変に関与していることが明らかとなっ

た。本論文は、椎間関節にRAの病変が生じることでその機能が破綻してから椎間板周囲が

障害されるという学説とは異なる機序を示唆しており、明らかに学術水準を高めたものと

認める。 


